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合 120mm）による漁獲量データ（いずれも 1995～2005 年）をもとに、最近年の水温変
化とその漁獲生物への影響を調べた。粟島沿岸の水温の変化は太平洋振動指数（PDO）
と有意な負の相関を示し、1995～1997 年と 2003 年は相対的に低温、1998～2002 年と
2004 年は高温で推移した。1997/1998 年の低温から高温への変化は、ENSO など大規模
の気候変化と関連している可能性があるものと推察された（第 3 章第 1 節）。一方、底
刺網の漁獲量組成は上記の水温変化に対応して大きく変化し、1995－1998 年にはサザ
エ（Turbo cornutus）、1998－2001 年にはブリ（Seriola quiqueradiata）、続いて 2001





速（波浪）の増加に起因する可能性が高いことが分かった（第 3章第 3節）。 
 
 以上、本研究により、東シナ海におけるクロマグロの移動・分布および対馬暖流沿岸
岩礁域における巻貝類の成熟・産卵、さらには沿岸漁場の漁獲量変動のそれぞれについ
て、これまで海洋現場における実証的な知見が非常に少なかった水温変動の影響を明ら
かにすることができた。今後、海洋温暖化に伴う生物影響の予測に向けてその精度をさ
らに向上させていくことが必要である。 
 
 
 
 
 
 
